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    ◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
４

月
２

１
日

 
(
日

)
 
 

曇
り
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
上

村
洋

司
・

和
美

、
畑

林
清

子
、

 

大
江

加
代

子
、

山
川

治
雄

、
岩

本
信

行
、

竹
中

卓
治

、
 

山
口

泰
宏

、
志

岐
 

敬
、

今
中

三
恵

子
。

 
 

 
１

２
名

。
 

 
 

 
 

 
 

◎
登

山
口

へ
持

込
資

材
量

 

*
砂

；
１

９
７

袋
（

一
袋

1
.2
～

1
.3

㎏
、

計
２

４
０

㎏
）

 

*
バ

ラ
ス

；
７

８
袋

（
同

じ
く

、
計

１
０

０
㎏

）
 

*
セ

メ
ン

ト
；

２
１

袋
（

同
じ

く
、

計
２

５
㎏

）
 

合
計

 
２

９
６

袋
 

３
６

５
㎏

。
 

◎
本

日
山

頂
ま

で
の

荷
揚

げ
量

 

*
砂

；
１

８
袋

、
約

２
４

㎏
。

 
 

 
*
バ

ラ
ス

；
９

袋
、

約
１

１
㎏

。
 

*
セ

メ
ン

ト
、

２
１

袋
 

２
５

㎏
。

 
 

 
合

計
；

４
９

袋
、

 
６

０
㎏

。
 

資
材

を
購

入
し

、
畑

林
さ

ん
に

も
協

力
し

て
い

た
だ

い
て

３
０

０
の

袋
を

用
意

し
た

。
前

日
に

は
児

嶋
さ

ん
の

ト
ラ

ッ
ク

を
借

用
し

、
計

３
６

５
㎏

の

荷
を

積
込

み
、

準
備

を
整

え
た

。
 

当
日

６
時

過
ぎ

、
新

宮
出

発
組

６
人

は
、

沖
﨑

車
と

児
嶋

ト
ラ

ッ
ク

に
分

乗
、

７
時

前
に

は
本

宮
世

界
遺

産
館

Ｐ
で

山
川

、
竹

中
、

岩
本

の
３

名
が

沖

崎
車

に
乗

り
込

む
。

 

８
時

に
は

十
津

川
旭

の
関

電
エ

レ
ハ

ウ
ス

広
場

で
前

泊
の

山
口

・
志

岐
の

２
名

と
合

流
。
登

山
口

で
待

機
中

の
今

中
さ

ん
を

合
わ

せ
１

２
名

が
勢

揃
い

。
 

早
速

、
登

山
準

備
も

そ
こ

そ
こ

に
山

川
、

岩
本

さ
ん

が
荷

揚
げ

協
力

願
い

の
看

板
を

設
置

、
他

の
１

０
名

で
コ

ン
テ

ナ
５

箱
に

砂
と

バ
ラ

ス
に

分
け

て

準
備

し
た

。
 

出
発

前
に

皆
さ

ん
に

参
加

の
お

礼
と

今
日

の
段

取
り

、
諸

注
意

を
話

し
、

９
時

に
太

尾
登

山
口

を
ス

タ
ー

ト
し

た
。

同
時

刻
に

登
り

始
め

た
２

組
の

６

名
の

方
々

が
「

じ
ゃ

あ
、
我

々
も

」
と

、
早

速
荷

揚
げ

に
ご

協
力

下
さ

っ
た

。
 

 
 

 
 

今
日

の
手

順
説

明
 

 
 

 
 

協
力

依
頼

の
看

板
 

 
 

準
備

し
た

砂
・
バ

ラ
ス

詰
袋
 

 昨
年

の
大

日
如

来
坐

像
の

修
復

作
業

以
来

、
約

一
年

ぶ
り

の
コ

ー
ス

だ
。

昨
秋

の
台

風
通

過
後

、
梶

野
君

が
一

人
で

倒
木

処
理

や
笹

刈
り

に
ガ

ン
バ

っ

て
く

れ
て

い
る

が
、
登

り
始

め
て

す
ぐ

か
ら

そ
の

作
業

の
ご

苦
労

が
よ

く
わ

か
る

。
山

頂
ま

で
本

数
も
多

く
木

も
太

い
、
一

人
で

大
変

だ
っ

た
ろ
う

、
と

思
い
な

が
ら
進

む
。

 

 
 

 

梶
野

氏
設

置
の

梯
子

段
を

登
る

 
 

 
不

動
木
屋

登
山

道
分

岐
手

前
の

縦
走

尾
根

に
て
 

 

不
動

木
屋

登
山
道

分
岐

で
小
休
憩

、
こ

こ
ま

で
３

７
～

３
８

分
、

ま
ず
順

調
だ

。
次

の
休
憩

は
古
田

の
森

を
告

げ
る

。
二

日
く

ら
い

前
の
天
気
予
報

で

は
晴
天

で
雨

の
心
配

が
全

く
な

し
、

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

が
昨
晩

の
予
報

で

曇
り
午

後
に

は
降
水
確
率

５
０
％

に
変

わ
っ

た
。
道

中
は

曇
天

で
今

に
も
雨
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が
降

り
出

し
そ
う

、
ガ

ス
が

か
か

り
釈
迦
ヶ
岳

の
姿

は
見

ら
れ
ず

じ
ま

い
だ

っ
た

。
 

古
田

の
森
迄

や
っ

て
き

て
休
憩

中
に

梶
野

君
か

ら
携
帯

メ
ー
ル

が
入

り

「
平

治
宿

の
窓

ガ
ラ

ス
破
損

で
、

川
島

が
一

人
で

回
収

に
向

か
っ

た
。
池
原

ま
で
歩

く
」

と
の
内
容

だ
っ

た
。

皆
さ

ん
に
報
告

、
木

が
倒

れ
こ

ん
で
き

た

か
、
折

れ
た
枝

が
当

た
っ

た
か

、
誰

か
人
為
的

に
や

っ
た

か
、
事
故

か
、
な

ど
の
声

が
あ

っ
た

。
川
島

さ
ん

一
人

が
持
経

～
前
鬼

の
縦
走

組
を
離

れ
て

、

平
治

に
向

か
い
破
片

の
掃
除

、
窓
枠

を
外

し
、

そ
れ

を
持

っ
て
池
郷

林
道

１

１
㎞
近

く
を
歩

い
て
池
原

に
戻

り
縦
走

組
と

合
流

す
る

こ
と

が
判

っ
た

。
 

大
型

１
０
連
休

の
直

前
で

あ
り

、
事

の
重

大
さ

か
ら

「
俺

が
一

人
で
平

治

に
行

く
、

前
鬼

ま
で

の
整

備
を
頼

む
」

と
手

を
挙

げ
ら

れ
た

と
思
う

。
大
変

な
ご

苦
労

で
あ

り
、
ご
慰

労
申

し
上

げ
る

。（
こ

の
件

は
別
紙
：
第

２
０

１
５

回
 
南
奥
駈
道

( 持
経
宿

～
太
古
ノ
辻

～
前
鬼

) 間
の
点
検
巡
視

と
平

治
宿

の

窓
ガ

ラ
ス
破
損

( 消
火
器
暴

発
) 応
急

処
置
な
ど

 
で
詳
細

を
記
載

）
 

 
 

 

古
田

の
森

で
休

憩
 

 
 

 
奥

駈
道

三
差

路
で

 
 

 
 

 
釈

迦
ケ

岳
山

頂
に

到
着
 

 

そ
の

後
、
千
丈
平
水

場
近

く
で

３
回
目

の
休
憩

を
取

り
２

時
間

３
０

分
を

要
し

、
お
昼

前
１

１
時

３
０

分
に
釈
迦
ヶ
岳

山
頂

に
着

く
。

 

今
回

セ
メ

ン
ト

２
５

㎏
、

２
１

袋
を
優
先

し
て
運
び

上
げ

た
。
厚
手

の
ナ

イ
ロ

ン
袋

に
入

れ
、

発
泡

ス
チ
ロ

ー
ル
ケ

ー
ス

に
密
封

し
て
使

用
す

る
ま

で

に
固

ま
ら
な

い
か

を
試
験

す
る

意
味

で
あ

る
。

 

砂
・

バ
ラ

ス
の

資
材

置
場

の
看

板
も

設
置

。
各
自

が
荷

揚
げ

し
た

砂
、

バ

ラ
ス

を
看

板
下

に
置

い
た

。
 

登
山

口
駐

車
場

に
は

２
０

台
く

ら
い

の
車

が
あ

っ
た

が
、

山
頂

に
４

５
分

滞
在

す
る

も
、

皆
さ

ん
ど

こ
に

行
っ

た
の

か
人
影

は
ま
ば

ら
で

あ
っ

た
。

 

昼
食

後
の

１
２

時
１

５
分

に
下

山
を
開

始
し

た
。

こ
こ

で
先

行
し

た
上

村

さ
ん

の
姿

が
見

え
な

い
、
携
帯

も
圏
外

で
連
絡

が
取

れ
な

い
。

５
～

６
人

が

鎌
を
手

に
笹

を
刈

り
な

が
ら
千
丈
平
降

り
て
き

た
が

、
こ

こ
に

も
姿

が
な

い
。
 

先
に

下
山

し
た

の
か

、
深
仙
宿

へ
行

っ
た

の
か

、
彼

の
こ

と
だ

か
ら
事
故

、

ト
ラ
ブ
ル

は
無

い
と
思

い
つ
つ

大
変
心
配

で
あ

る
。

志
岐

さ
ん

か
ら

「
深
仙

宿
へ

行
っ

て
み

る
」

と
の
申

し
出

が
あ

り
沖

﨑
が

同
行

し
、

他
の

９
名

は
下

山
し

て
い

た
だ

く
事

に
し

た
。

 

千
丈
平

か
ら

「
ほ

ん
み
ち

」
の
捲
き
道

に
入

り
途

中
で

出
会

っ
た

登
山

者

に
尋
ね

て
み

た
が

わ
か

ら
な

い
と

の
こ

と
。
深
仙
宿
手

前
ま

で
来

て
先

行
の

志
岐

さ
ん

が
誰

か
と

話
し

を
し

て
い

る
の

が
見

え
た

。
近

く
ま

で
来

て
、

上

村
洋
さ

ん
だ

、
あ

あ
良

か
っ

た
！
深
仙
宿

ま
で
降

り
て
聞

く
と

、
釈
迦
ヶ
岳

山
頂

か
ら
奥
駈
道

で
深
仙
宿

に
来

た
よ
う

だ
。
皆

さ
ん

大
変
心
配

し
て

い
る

し
、
別

行
動

の
報
告

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
苦
言

を
申

し
上

げ
た

。
 

会
行
事

は
団
体

行
動

で
あ

り
、

今
後

は
十

分
注

意
し

て
い

た
だ
き

た
い

も

の
で

あ
る

。
 

先
行

下
山

の
皆

さ
ん

の
後

を
追

っ
て
午

後
３

時
過

ぎ
に
駐

車
場

に
着

い
た

。
 

 
 

 

釈
迦

ヶ
岳

山
頂

の
砂

バ
ラ

ス
置

場
 

 
深

仙
宿

に
下

る
 

 
下

山
時

・
古

田
の

森
で

休
憩
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◎
釈
迦

如
来
立

像
足

下
の

台
座
石
垣

修
復

で
あ

る
が

、
南
側

だ
け

で
は
な

 

く
西
側

も
崩

れ
て

い
て

、
積

み
直

し
が
必
要
な
部

分
は

広
範
囲

に
わ

た
っ

て
 

い
る

。
 

砂
・

バ
ラ

ス
を
連
休

中
の

登
山

者
に
運
び

上
げ

て
頂
き

、
６

月
上
旬

に
雨

 

水
を
溜

め
る

段
取

り
を

し
た

後
、
７

月
頃

の
梅
雨
明

け
以

後
に

一
泊

２
日

で

工
事
予
定

だ
が

、
ス
ム

ー
ズ

に
運

ぶ
だ
ろ
う

か
？

 

石
積

み
の
工
法

、
砂

や
バ

ラ
ス

は
足

り
る

の
か

、
二
次

、
三
次

の
荷

揚
げ

が

必
要

に
な

る
の

か
、
等

々
不
確
定
な
要
素

が
多

々
あ

る
の

で
、

じ
っ

く
り
腰

を
据

え
て

か
か

る
必
要

が
あ

り
そ
う

だ
。

 

尚
、

当
日

は
下
北

山
村

の
村
長
選
挙
投
票

日
で

、
現
職

の
南
正
文
氏

が
再

選
さ

れ
た

。
 

(
記

；
沖

﨑
、
写
真

；
濱

野
・

志
岐

)
 

    


